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設備(電気・給排水衛生・空調)は 

分離発注で 設備専門業者に 



 

 

 就 任 のご挨 拶 

静岡県交通基盤部 参事（土木設備・建築設備担当） 

          石 川  達 也 
 

本年４月に交通基盤部参事に就任いたしました。 

よろしくお願い申し上げます。 

一般社団法人静岡県設備協会の皆様方には、日頃

から営繕行政の推進に格別の御理解と御協力を賜り厚

くお礼申し上げます。 

さて、県では「富国有徳の美しい“ふじのくに”の人づ

くり・富づくり」という新ビジョンを掲げ、「県民幸福度」の

最大化を目標とした様々な施策を展開しています。そ

の中で県有建築物の整備に関しては、人にも地球にも

やさしい建物をつくることを基本方針のひとつとして、

環境・省エネルギー対策を推進することで地球環境の

保全に取り組んでいます。 

昨年度は「ＺＥＢ化設計指針」を策定しました。この指

針はマニュアルと共に県のウェブサイトに掲載されてい

ますので御参照ください。県有建築物の新築において

は既にＺＥＢ化を進めていますが、今後はこの指針に

沿ってＺＥＢ化をより強力に推進し、さらに市町や民間

にも普及させていく予定です。また、今年度は既存県

有建築物において、さらなる省エネ化の可能性を探る

ために省エネ改修可能性調査を実施し、各施設の状

況に応じた省エネ改修提案を行います。 

建築設備は建物の快適性や環境性能に大きく関わ

る分野です。皆様の御協力のもと静岡県の建築設備の

水準を高め、地球環境に配慮した施設整備を進めたい

と思います。 

次に、働き方改革の推進についてですが、県では、

建設現場における週休２日の普及促進を目指していま

す。令和６年度から時間外労働の上限規制が建設業に

も適用されることから、週休２日の確保が急務となって

います。 

今年度は一部の工事を除き、原則として４週８休の発

注者指定型で発注しています。工事の評価には昨年

度と同様に週休２日の達成状況に応じた加点評定があ

りますが、経費補正については設計積算時に既に加算

されていますので、万一未達成となった場合は減額措

置が行われることを御承知おきください。 

また、「ふじ丸デー」と称して毎月第２・第４土曜日に

一斉休工する取組みですが、今年度からは第３土曜日

が追加され、さらに 10 月からは第１・第５土曜日も加わ

り、毎週土曜日を「ふじ丸デー」とするよう拡大していき

ます。この取組みについても御理解、御協力をお願い

申し上げます。 

休日数を増やすなど、より働きやすい職場環境を整

備することは、労働者の健康確保やワーク・ライフ・バラ

ンスの改善だけでなく、次世代の担い手を確保するた

めにも必要な取組みです。建築設備は社会的な要請

や技術的な進歩に応じて、常に新たな課題やチャンス

に直面しています。その中で将来を担う人材の確保と

育成は、重要かつ緊急な課題の一つと考えています。 

建築設備に対する需要はますます高まっていますが、

この需要に応えるためにも人材の確保と育成は欠かせ

ません。業界は変化するニーズに合わせて人材を育成

し、最新の情報を吸収できる体制を整える必要がありま

す。さらに、業界の発展を促進するためには、企業や

団体が協力して人材の確保と育成に取り組むことが不

可欠です。貴協会はその役割を担う素晴らしい存在で

す。 

今後も貴協会と協力しながら、建築設備分野のさら

なる発展を目指していきます。引き続き、貴協会の御理

解と御協力をお願い申し上げます。 

結びに、貴協会のますますの御繁栄と会員の皆様

方の御健勝を心からお祈り申し上げまして、就任の御

挨拶とさせていただきます。 

 



  

 

 

 第７回定時総会は、5月

22日（水）ホテルアソシア

静岡において、会員多数出

席のもと開催されました。 

当日は会員のほか、来賓

として当協会顧問の天野一

県議会議員、竹内良訓県議

会議員、宮沢正美県議会議

員、県からは静岡県交通基

盤部参事（土木設備・建築

設備担当）石川達也氏ほか

多数の方々をお迎えし、藤田良彦会長から来賓、会員の皆様への挨拶の後、大

石将勝議長のもと決議事項すべてが承認されました。 

＜決議事項＞第 1 号議案 令和 4 年度事業報告について 

第 2 号議案 令和 4 年度 決算（案）の承認について 

第 3 号議案 令和 5 年度 会費の賦課額と徴収方法について 

報告１ 令和 5 年度 事業計画及び収支予算について 

また、令和 4 年度優秀施工者国土交通大臣表彰、優秀施工者知事表彰、静岡県

交通基盤部表彰、を受賞した会員への表彰授与式も開催されました。 

 

会 員 の 表 彰 ・ 顕 彰 

 

 

 

 

 

 

 

 

優秀施工者国土交通大臣顕彰       優秀施工者知事顕彰 

株式会社シズデン 出口 和弘 様      日将株式会社   長嶋 匡宏 様 

明管工業株式会社 田澤 紳哉 様 

日将株式会社   長嶋 匡宏 様 

他 他交通基盤部表彰 

ご受賞おめでとうございます！ 

令和 5 年度 第 11 回 定時総会 



情 報 コ ラ ム 

～ 山 と 私 と ～ 

広報委員会 委員 有限会社丸井配管工業 

丸井 基宏 

皆さん、山はお好きですか？今、世間は空前のアウトドアブームですが、かく言う私も２年ほど前から山登

りにすっかりハマりまして、そんなに頻繁に行けるわけではないものの、自分なりのハイキングを楽しんでお

ります。元々は「超」が付くほどインドア体質だった私ですが、YouTube で何気に視聴した上高地の映像に魅

せられ、軽い気持ちで彼の地を訪れたのがそもそものきっかけでした。実際にこの目で見る穂高の山々や梓

川の清流は本当に素晴らしく（天候に恵まれたのも最高でした）、「自然の中を歩くのって最高！」と今更な

がらに思ったのです。学生の頃に林間学

校みたいなことも何度かありましたが、記

憶にあるのは食事や夜のキャンプファイ

ヤーの時間くらいのもので、肝心の山の

ことなんてほとんど覚えていないのが正

直なところです。人間時が経てば変わる

ものですね。 

日本アルプスや日本百名山など、絶景

求めテント担いで西へ東へ！といきたい

のはやまやまなのですが、なかなかそう

いうわけにもいかないので、普段は専ら

近くの低山へ日帰りハイクに行きます。 

しかし、低山と言っても侮ることなかれ。

誰もが知る名峰でなくとも、素晴らしい自

然が私たちを迎えてくれるのはどこも一

緒です。地元の街並みも眼下に見下ろす

とまた違った風情ですし、鳥や虫の鳴き声

に川のせせらぎ、風に揺れる木々の葉擦

れなど、耳に入ってくる音が日々の生活

とは明らかに違うので、体が自然の中に

溶け込んでいるような、そんな非日常感

を満喫できます。「山が好きなんです。」と

言うと「山登りなんて疲れるだけじゃな

※1 

※2 



い？」とか「頂上着いてもお店も何もないんでしょ？」なんて声を聞くこともあります。確かに体力的に疲れ

るのは事実ですが、頂上（とそこから見える景色）に自分の足で辿り着いたという達成感があると疲れすら

心地好いものですし、お店なんてなくとも、頂上で味わうインスタントコーヒーやカップ麺が最高に美味しい

のです。ロケーションこそ最良の調味料といったところでしょうか。 

 実際に山へ赴くと大勢のハイカーがいることにどの山でも驚かされます。私は自然を感じたいので、山中

は自分の前にも後ろにも人が見えない状況で

歩くのが好きなのですが、そういう道中になる

ことの方が稀な印象です。年齢層も老若男女幅

広くいらっしゃいますが、とりわけご年配の方の

多さにも目を引きます。私自身も健康に気を付

けながら、いくつになっても山へ行けるようにし

たいなとつくづく思います。これこそまさにライ

フワーク。そういうものを見つけられたことが私

にとっては何物にも代えがたい喜びです。 

 さあ、皆さんも山に行ってみませんか？ 

 

 

 

※1 大正池に写り込む穂高連邦(長野県上高地) 

※2 立須から望む引佐の町と浜名湖(静岡県浜松市) 

※3 上臈岩から見下ろす鳳来湖(愛知県新城市) 

※4 頂上への稜線が美しい竜ヶ岳(三重県いなべ市) 

※5 浜石岳からの富士山(静岡県静岡市) 

※6 標高 3000ｍ！立山山頂(富山県立山町) 

 

※3 

※4 

※5 ※6 



 

令和 5 年度  設備協会の事業計画 

第 11回定時総会にて、本年度の事業計画が承認されました。 

 

１．分離発注推進活動事業 

地元中小企業者の受注機会確保のため、設備工事の分離発注については、従来

から国・県・市町等公共団体をはじめ、協同組合、独立行政法人県立病院機構、

設計事務所等への要請に努めているが、これを確固たるものにするために引続き

要請活動を行う。特に公共工事の動向を迅速に把握し、事前に対応できる体制の

整備を図り、地域雇用及び地域経済活性化につなげるため、積極的な活動を展開

する。 

 

２．設備工事技術研修に関する事業 

建築設備業の技術の向上と業務の健全な発展を図り、設備工事の安全かつ適正

な施工を確保し、県民生活の保安と公共の福祉向上に寄与するための研修会、及

び法令改正等に伴う講習会、若手の更なる飛躍を応援する若手育成講習会を開催

し遵守に努める。 

 

３．施工現場の安全衛生に関する事業 

施工現場の事故防止と安全衛生管理の徹底を図るため、県内の静岡県発注工事

現場において、安全衛生パトロールを実施する。 

 

４．広報誌「設備しずおか」発行と協会ホームページの維持管理事業 

広報誌、協会ホームページ及びメールニュースにより、建設業に関する各種法令の

改正、当協会の活動状況、静岡県との意見交換会議事など、設備工事に関する有益

な情報を会員及び工事の発注機関などに提供し、設備工事の重要性などをＰＲする。 

 

５．会員の表彰・顕彰及び公共機関・関連団体との情報交換等に関する事業 

静岡県発注工事において、優秀な成績を収めた現場技術者を協会として表彰す

るとともに、国土交通大臣表彰や知事表彰及び県発注工事の優秀事業者等の表彰

を受賞した協会員を顕彰することにより、協会員及び技術者の意欲向上を図る。 

また、一般社団法人静岡県建設団体連合会等の協議会や事業に参加協力し、相

互の情報交換を行うと共に会員への指導連絡業務並びに事業活動の支援を行う。 

 

６．社会奉仕（ボランティア）活動事業 

  建設業界の社会的信頼と評価を高め、街づくり及び安全な生活環境を守るため、県下

３箇所の国道事務所と交わした協定書による社会奉仕(ボランティア)活動を、会員及

びその社員により展開する。 



    役員会の開催状況     委員会の開催状況 

 令和 5 年度 第 12回定時総会 は下記日程で予定されております。 

 

  開 催 日 時  令和 6年 5月 30日（木） 

   会   場   ホ テ ル ア ソ シ ア 静 岡 

 

協 会 だ よ り 

 

 

 

 

第 1回 令和 5 年 4月 19 日 

 於 パルシェ会議室 

〔議題および報告内容〕 

(1)令和 4 年度事業報告及び「財務諸表及

び収支計算書」の承認について（監査

報告） 

(2)令和 5 年度事業計画及び収支予算書

(案)について 

(3)会員の表彰及び顕彰について 

(4)第 11回定時総会の運営について 

 

第 2回 令和元年 5月 22 日(水) 

於 ホテルアソシア静岡 

〔議題および報告内容〕 

(1)第 7回定時総会の提出議案について 

(2)第 7回定時総会の運営について 

 

第 3回 令和 5 年 6月 27 日 

 於 パルシェ会議室 

〔議題および報告内容〕 

(1)令和 5年度事業の推進について 

 ・顧問県議との意見交換会について 

 ・県との意見交換会について 

(2)各委員会からの報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1回 総務委員会   

令和 5 年 6 月 27日  於 パルシェ会議室 

(1)令和 5年度委員会事業計画について 

①分離発注推進活動について 

②県議及び県との意見交換会について 

③ボランティア活動について 

④会員の従業員表彰について 

⑤県工事優秀監督者表彰について 

 

 

第 1回事業・研修委員会 

令和 5 年 7 月 5 日  於 パルシェ会議室 

(1)令和 5年度委員会事業計画について 

①研修会・講演会の実施について 

②労働災害防止 (施工現場の安全衛生 

  パトロール)の実施について 

③ふじのくに i-Construction 推進支援

協議会への参加協力について 

④若手育成講習の実施について 

 

 

第 1回 広報委員会 令和 5 年 6 月 29日 

(1)令和 5年度 年間ｽｹｼﾞｭｰ ﾙについて 

(2)「設備しずおか」7 月号の編集について 



 

令和５年６月８日（木） 

中部地区道路清掃美化活動 

 

梅雨入りしたばかりの静岡市。 

雨による延期もありましたが、 

当日は 63名の方が出席していただき、 

日差しの強い中、沢山の雑草とゴミを 

拾いました。 

 

皆様のご協力を感謝申し上げます。 

 

 

 

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 表紙の写真（石廊崎漁港） （撮影 向島洋一郎）＊ ＊ ＊ 

 

石廊崎漁港は、静岡県賀茂郡南伊豆町に位置する

伊豆半島最南端の漁港です。 

石廊崎漁港は石廊崎地区と本瀬地区の 2 個所を

称していますが、石廊崎地区が石廊崎漁港との認

知が高いようです。現在は、高齢化がすすみ漁船

の数も減数の一途ですが、車を止める遊覧船客専

用の駐車場も完備されており、遊覧船が発着して

いて、当日の海況により船長が判断して運航コー

スがきまりますが、石廊崎岬めぐりコースとみの

かけ岩コースがあり、荒々しい波が打ちつける断

崖絶壁、大昔の海底火山が生み出した伊豆ならで

は地形、奇石の数々等、石廊崎の迫力満点の観光

スポットをもつ漁港です。 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 編 集 後 記 

 コロナ禍 サービス業は多大な損失を受けたが、国の助成金を使い、その間に改装

改築工事を行った宿泊施設も数多くあった。5月の連休後、コロナが２類から５類に引

き下げられると経済も動き出し、インバウンド需要も回復の兆しを見せている。 

2022年度データによる「外国旅行者が次に訪れたい国」はアジア、欧米豪、ともに日

本が１位、２位を占めているので、これから宿泊施設は室料を値上げし損失を挽回と

なるのであろう。 

 

我々の業界はというと、ウクライナ戦争に端を発した輸入材料の不足、資材の高騰に

よる利益率の低下等まだまだ辛抱が必要な様である。 

 

（広報委員 浜電工業㈱ 松田良克） 


